






















た。2015 年夏の難民・移民申請希望者の大量流入が EU への疑念を決定的にした。
2018 年 10 月に彩の国さいたま芸術劇場で『第三世代』というパレスチナ／イスラ
エル／ドイツの複雑な問題を扱うベルリン・シャウビューネ劇場の舞台の拙訳による翻
訳上演があった。作者はイスラエル出身で、現在ベルリンで活躍するヤエル・ロネンで
ある。同年 12 月には東京芸術劇場地下のギャラリーで、彼女が旧ユーゴスラビア出身
でドイツ在住の俳優たちと一緒に作った『コモン・グラウンド』という舞台の日本語に
よるリーディングもあった。
世界各地で紛争に苦しむ人々の声は、演劇や文学、映画などを通じて届けることがで
きる。大学での講義も、ただ単に状況を解説するばかりでなく、そこに生きる人々の姿
を伝えられないだろうか、と悪戦苦闘する毎日だ。新たにスタートした「グローバル教
養副専攻」が、「グローバル」という困難な時代を学生とともに見据える場になればと
思う。
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